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まちづくり系演習改善プロジェクト

一熊本文学工学部社会環境工学科『社会』科目改善の取り組み ー

1. はじめに

近年， 工学教育に関してJABEEでも求められてい

るとおり， エンジニアリング ・ デザインのセンスを育
成することが重要視されている． ここでは， 単に現象

の理解する力だけではなく， 経済 ・ 環境問題までをも

含めて知識を融合し実践に活かすカが求められる ＇＞ .

熊本大学工学部社会環境工学科では， 講義のみなら

ず学生自らが実施しデータ整理 ・ とりまとめを行う実

験科目をエンジニアリングセンス育成のための重要な

科目として位置づけており， 早期体験型実験 ・ 演習科

目開発プロジェクトの一環として1年次から体系的に

実験 ・ 演習科目を取り入れている．

その中でも， 「社会J教育科では，私達の生活を安全

にそして美しく豊かに営むのに不可欠な社会基盤を，

環境に配慮しながら計画 ・ 設計 ・ 建設 ・ 維持管理して

いくとともに， 地域社会の問題解決のための技術や政

策を提供することを教育目的に， その一翼を「まちづ

くりJ 教育が担う． 創造力や尉生豊かなデザイナー ・

プランナーの育成を目標に， 先進的な工学教育モデ〉レ

を開発し実践するため， まちづくりに関する基礎原理

の体感， 問題発見・解決， 構想提案を行う， まちづく

り系演習を改善することを本稿の目的とする．

本報では， 一連のカリキュラム（表 1) の中での社

会科目に属する実験 ・ 演習科目の位置づけを紹介し，

特に実験科目の実施概要を解説するとともに， 授業ア

ンケートによる学習成果について検証する。

2. プロジェクトの概要

(1）プロジェクトの目的

熊本大学工学部社会環境工学科社会科目群に位置付

けられている， 次のまちづくり系実験・演習 2 科目の

環境として， 班毎（6班／回）にipadを整備する．

. 1年生後期配当 「社会の基礎実験J

• 3年生後期配当「社会環境工学セミナー」

学習環境劉需の目的として， 以下の3点を掲げた．

①インターネット環境を利用して，まちづくりや社会

の動向， 統計資料を分析する情報分析ツ ールとして使

用する．
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②地図とカメラ機能を利用して，現地調査ツ ールとし

て使用する．

③ビデオカメラ機能を利用して，グループワ ークや発

表の振り返り学習ツ ールとして使用する．

また， グループワ ｝クの成果発表には実務者を講師

として招鳴し，1年生にはモティベーションの向上を，

3年生にはフィ ー ジピリティの妥当性を検証してもら

うことを計画した．

この改善によって，

①の項目については， 取り扱える情報量の増加，

②の項目については， 作業の効率化， 高度化，

③の項目については， 学習効率の向上，

などが見込まれる， と考えた．

(2）社会の基礎実験の概要

1年生後期配当の 「社会の基礎実験」は社会系の導

入科目として位置づけられ， 社会環境や地域課題に係
わる調査やシミュレーションなどのソフトを主体とし

た実験を通し， 課題に対する興味の具現化， コ ミュニ

ケーション技術や問題発見能力を養っている。

課題A スケール感の獲得と地域課題の発見

担当：柿本・佐藤

課題B 対話を通じた問題発見 ・ 整理能力の酒養

担当：田中 ・ 岩田

(3）社会環境工学セミナーの概要

3年生後期配当の「社会環境工学セミナーJ は社会

系の総合科目として位置づけられ， 実社会の土木計画

的諸課題に対して統計， 数値解析などを適用し， チー

ムを組んでプロジェクトマネジメントを実践し， 高い

技術者倫理， コ ミュニケーション能力， プロジェクト

立案能力などの総合的な技術力を身につけることを目

標としている． 担当：田中・園山










